
取 扱 説 明 書取 扱 説 明 書

PFPF型型

本機の使い方をあやまると損傷や危険な状態になります。本機の使い方をあやまると損傷や危険な状態になります。据え付け据え付け・・

操作保守点検の前に必ずこの操作保守点検の前に必ずこの「取扱説明書」「取扱説明書」を熟読し、を熟読し、正しくお使い正しくお使い

下さい。下さい。

＊＊  お読みになった後は、お読みになった後は、お使いになる方が、お使いになる方が、いつでも見られるところいつでも見られるところ

に必ず保管して下さいに必ず保管して下さい

NO.L1-1NO.L1-1

垂直カッター垂直カッター
＊無理な裁断は行わないで下さい。＊無理な裁断は行わないで下さい。ケガや機械ケガや機械
の故障の原因になります。の故障の原因になります。
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レバーレバー

道具入れ道具入れ

保護カバー保護カバー

受木受木

道具入れ止メネジ道具入れ止メネジ

各部名称各部名称

設置方法設置方法

水平な場所で機械がぐらつかないように、水平な場所で機械がぐらつかないように、また機械の周囲は３０㎝また機械の周囲は３０㎝

以上あけて下さい。以上あけて下さい。
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　注意事項　注意事項

○　○　機械の知識機械の知識・・安全の情報安全の情報    そして注意事項のすべてについて習熟そして注意事項のすべてについて習熟

してからご使用下さい。してからご使用下さい。

○　○　使用中使用中    刃物部分には、刃物部分には、絶対手などを置かないで下さい。絶対手などを置かないで下さい。

○　○　製品改造は絶対にしないで下さい。製品改造は絶対にしないで下さい。

○　○　刃の取り替え時は、刃の取り替え時は、必ず軍手等をはめて行って下さい。必ず軍手等をはめて行って下さい。

○　○　作業中は、作業中は、使用者以外使用者以外    機械に触れないで下さい。機械に触れないで下さい。

○　○　使用中は、使用中は、スライド部分に手などを絶対に近づけないで下さい。スライド部分に手などを絶対に近づけないで下さい。

○　○　刃物が著しく摩耗している状態で、刃物が著しく摩耗している状態で、無理な裁断は行わないで下無理な裁断は行わないで下さい。さい。

ケガや機械の故障の原因になります。ケガや機械の故障の原因になります。

○　○　六角棒スパナが摩耗している場合は、六角棒スパナが摩耗している場合は、新しい物と取り替えてご使用新しい物と取り替えてご使用

下さい。下さい。

○　○　レバーの下に手などを、レバーの下に手などを、置かないで下さい。置かないで下さい。

○　○　レバーは、レバーは、完全に上がるまで、完全に上がるまで、手から離さないで下さい。手から離さないで下さい。

使用前の点検使用前の点検

●　各部の取り付けボルト●　各部の取り付けボルト・・ナットが正しく取り付いているか確認　しナットが正しく取り付いているか確認　し

て下さい。て下さい。

●　引き上げバネが、●　引き上げバネが、疲労していないか確認して下さい。疲労していないか確認して下さい。機械にぐらつ機械にぐらつ

きがないか確認して下さい。きがないか確認して下さい。

●　レバーを下げて、●　レバーを下げて、異常がないか確認して下さい。異常がないか確認して下さい。
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保護カバーの動かし方保護カバーの動かし方

刃の取り替え方刃の取り替え方

・・  下図のように片手ですこしつまむ感じで保護カバーを持ち、下図のように片手ですこしつまむ感じで保護カバーを持ち、

    上下に移動させます。上下に移動させます。

＊＊  使わない時は、使わない時は、安全のために安全のために

        保護カバーを必ず最下位置に保護カバーを必ず最下位置に

        下げておいて下さい。下げておいて下さい。

1. 1. 保護カバーを上部に上げます。保護カバーを上部に上げます。

2. 2. 右図①のように付属の六角棒スパナで、右図①のように付属の六角棒スパナで、図の矢印の方向に力を図の矢印の方向に力を

        入れ、入れ、カッターナイフ取付ボルト２本を緩め、カッターナイフ取付ボルト２本を緩め、カッターナイフカッターナイフ

を外します。を外します。

3. 3. 右図②のように新しいカッターナイフを差し込み、右図②のように新しいカッターナイフを差し込み、右図②の矢右図②の矢

印の方向に押しながら、印の方向に押しながら、取付ボルトを締め付けます。取付ボルトを締め付けます。

  ＊＊  カッターナイフが最下位置の時に奥側の刃先と受木にカッターナイフが最下位置の時に奥側の刃先と受木に0.50.5ｍｍｍｍ

程隙間が有るのが正常な取付状態です。程隙間が有るのが正常な取付状態です。

４．４．  保護カバーをもとに戻します。保護カバーをもとに戻します。

*  *  受木は右図②のように取り外しができ、受木は右図②のように取り外しができ、１本を上下左右入れ１本を上下左右入れ

替える替える      事で４ヶ所使えます。事で４ヶ所使えます。

使用方法使用方法
○○    切断物のカットする部分をカッターナイフの降りる位置に置き切断物のカットする部分をカッターナイフの降りる位置に置き

              レバーを止まる所まで押下げて下さい。レバーを止まる所まで押下げて下さい。

ヒントヒント（上手な使い方）（上手な使い方）
○捨て紙○捨て紙（新聞紙等）（新聞紙等）をカットする物の下に一枚ひくと、をカットする物の下に一枚ひくと、受木受木

        を永く使えます。を永く使えます。また、また、カットしにくい物の場合も同様にカットしにくい物の場合も同様に

        するとカットし易くなります。するとカットし易くなります。

○○    カッティングマットを敷いてカットする事も出来ます。カッティングマットを敷いてカットする事も出来ます。
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図　①図　①

図　②図　②

* * 上の写真はわかり易くする為に、上の写真はわかり易くする為に、保護カバーを外してあります。保護カバーを外してあります。

カッターナイフは非常に鋭利な為、カッターナイフは非常に鋭利な為、取り取り

扱いには十分気を付けて下さい！扱いには十分気を付けて下さい！

取付ボルト取付ボルト

カッターナイフカッターナイフ



66

日常の手入れ日常の手入れ

○　○　  連結部及びスライド部分には、連結部及びスライド部分には、適度にギャードオイル等を注油し適度にギャードオイル等を注油し

て下さい。て下さい。

修理を依頼される前に修理を依頼される前に

＊＊  上記以外の故障につきましては、上記以外の故障につきましては、購入販売店にお問い合わせ下さい。購入販売店にお問い合わせ下さい。

症状 原因 処置

カッターナイフの磨
耗

カッターナイフの磨を新しい物と交
換する

受木の磨耗 受木の入れ替えまたは、交換する

カッターナイフが正
常に取り付けられて
いない

カッターナイフが正常に取り付ける
カッターナイフが最下位置の時に置
く側の刃先と受木に0.5ｍｍ程隙間
があるのが正常な取付状態です

レバーの引き下げが
少ない

レバーをしっかりと押し下げる

切れない
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    ■■  お願いお願い

本製品の補給部品又はオーバーホール、本製品の補給部品又はオーバーホール、修理、修理、点検等のご用命は必点検等のご用命は必

ず本製品のＴＹＰＥず本製品のＴＹＰＥ              　　　　　　　　        及び機番及び機番          　　　　　　　　　　　　

をご確認の上購入販売店をご確認の上購入販売店                　　　　　　　　　　      へご連絡ください。へご連絡ください。

  保証について保証について

  正常な据え付け及び取り付け及び取り扱いのもとでの保証期正常な据え付け及び取り付け及び取り扱いのもとでの保証期

間は納入後１年とし、間は納入後１年とし、保証範囲は納入機本体のみ修理と致しま保証範囲は納入機本体のみ修理と致しま

す。す。

仕様仕様

＊＊  仕様は予告なく変更する事がありますので、仕様は予告なく変更する事がありますので、予めご了承下さい。予めご了承下さい。

取付可能刃物 刃厚0.7　刃巾　25×126
刃厚0.5　刃巾　18×100

寸法 H550*W234*D222
重　　量 約        8Ｋｇ

標準付属品
刃物 刃厚0.7　刃巾25×126 5枚
受木 5本
六角棒スパナ1本
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